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棚底地区振興会

 えびす祭りは、心配された雨も上がり青空の

広がる中でステージ発表が披露された。 

 地元、倉岳中１年生による郷土芸能えびす太

鼓の演奏や苓明・天草拓心高校の躍動感溢れ

るハイヤ踊りにえびす像もニッコリ。また、上天

草慈秀によるＹＯＳＡＫＯＩでは、観客も一体と

なって舞台上を跳ね回っていた。 

 一方、バザーの方は特産品や郷土料理の

ブースがどこも長蛇の列で賑わっていた。 

  最後に福引き付き餅（鯛や商品券が当たる）

投げがあり「あたり券入り」の餅を目当てに我を

忘れて必死に拾う人たちで大盛り上がりだった。 

１
１
７
０
人
が
参

加
。
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

は
、
冷
た
い
雨
に
濡

れ
な
が
ら
健
脚
を

競
っ
た
。
 

 
棚
底
地
区
振
興

会
も
役
員
、
部
会
員

が
中
心
に
な
り
、
山

本
商
店
横
に
テ
ン

ト
を
張
っ
て
給
水

所
を
設
置
し
た
。
 

 
今
回
は
、
準
備
の

段
階
か
ら
風
雨
が

強
く
、
満
足
な
接
待

が
出
来
る
の
か
不

安
一
杯
だ
っ
た
。
幸

い
、
選
手
が
通
過
す

る
頃
は
、
い
い
塩
梅

に
天
気
も
回
復
し
、

『
お
も
て
な
し
』
を

し
な
が
ら
声
を
限

り
に
応
援
し
た
。
中

に
は
、
「
有
難
う
、
頑

張
り
ま
す
」
と
満
面

の
笑
顔
で
応
え
て

く
れ
る
選
手
も
い

て
心
が
和
ん
だ
。
 

 
ご
協
力
頂
い
た

役
員
、
部
会
員
の
皆

様
お
疲
れ
で
し
た
。
 

 
宮
田
の
海
岸
沿

い
を
駆
け
抜
け
る

え
び
す
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
８
日
（
日
）

実
施
さ
れ
１
０
、
５
、

３
キ
ロ
の
３
コ
ー

ス
に
県
内
外
か
ら
 

 

餅投げの様子＝えびす公園 

ハイヤ踊り＝苓明・天草拓心高校 

ＹＯＳＡＫＯＩを踊る上天草慈秀の皆さん 

雨もあがり快調に走るランナーたち＝復路 

接待に大忙しの役員・部会員＝往路 



　人口動静
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棚　底

１月末 １２月末

716（0）

世　帯　数 人　　口

1,125（0）

合　計 1,238 1,238（0）

宮　田 459

486

293浦 293（0）

１２月末 １月末

716

2,912 2,910（-2）

486（0） 1,125

1,071459（0） 1,069（-2）

主な行事予定 

      ３月 １日（水）春の全国火災予防運動      ～７日（火）    ３月 ２日（木）天高倉岳校卒業式        ３月１２日（日）倉岳中学校卒業式     棚底探検ウォーク                   ４月２３日（日）実施予定          史跡を巡りながらウォーキング     健康ポイント事業 １５Ｐもらえるよ！ 

 
一
月
二
二
日
（
日
）
倉
岳
地
区
公
民
館

主
催
で
倉
岳
多
目
的
研
修
集
会
施
設
に

お
い
て
親
学
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。
「
子

ど
も
を
養
育
す
る
た
め
に
は
、
親
が
子
育

て
の
識
見
を
高
め
る
こ
と
」
を
趣
旨
に
、

本
年
度
で
四
回
目
の
開
催
で
す
。
 

 
今
回
は
、
２
年
前
に
「
第
九
二
回
欽

ち
ゃ
ん
＆
香
取
慎
吾
の
全
国
仮
装
大
賞
」

で
優
勝
さ
れ
た
元
本
渡
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
で
（
株
）
ミ
ヨ
セ
代
表
取
締
役
社

長
の
明
瀬
 
実
さ
ん
を
講
師
に
、
演
題

「
夢
の
実
現
に
向
け
、
踏
み
出
す
勇
気
と

行
動
力
～
今
こ
そ
見
せ
よ
う
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

底
力
～
」
で
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
明
瀬
さ
ん
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
さ
れ
て

い
た
平
成
２
６
年
、
学
校
が
調
査
さ
れ

 

た
全
国
学
習
状
況
調
査
で
は
、
夢
を
持
っ

て
い
る
生
徒
が
全
国
平
均
よ
り
少
な
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
明
瀬
さ
ん
は
、
「
生

徒
に
夢
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、
先
ず
親

か
ら
夢
を
持
ち
、
こ
の
夢
を
実
現
す
る
こ

と
が
大
切
だ
」
と
考
え
ら
れ
て
、
自
分
の

夢
で
も
あ
っ
た
全
国
仮
装
大
賞
に
出
場

し
て
優
勝
す
る
取
組
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
年
間

事
業
に
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
も
快
く
協
力
さ
れ
、
書
類
審
査
、
九
州

地
区
予
選
を
経
て
、
１
２
月
東
京
で
開
催

さ
れ
た
本
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
明
瀬
さ
ん
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
異

業
種
ゆ
え
に
多
才
の
持
ち
主
の
宝
庫
で

あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
か

ら
は
、
舞
台
小
道
具
や
八
回
の
早
変
わ
り

の
衣
装
づ
く
り
、
仕
事
を
終
え
て
の
練
習

な
ど
優
勝
に
向
け
て
協
力
態
勢
が
で
き

て
一
致
団
結
の
絆
さ
え
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
 

 
平
成
二
七
年
一
月
、
日
本
テ
レ
ビ
で
全

国
仮
装
大
賞
が
放
送
さ
れ
、
２
０
点
満
点

を
獲
得
し
、
応
募
総
数
２
３
４
０
組
の
頂

点
に
立
た
れ
て
見
事
優
勝
し
賞
金
百
万

円
も
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
お
話
の
ま
と
め
と
し
て
明
瀬
さ
ん
は
、

子
ど
も
に
は
、
「
夢
は
行
動
を
起
さ
な
い

と
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
私
に
出
来
な
い
と

い
う
魔
法
を
か
け
な
い
で
、
出
来
る
と
い

う
魔
法
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
巡
り
あ
わ

せ
は
誰
に
で
も
訪
れ
ま
す
。
出
来
る
だ
け

前
向
き
な
考
え
を
持
ち
、
前
向
き
な
言
葉

を
遣
い
ま
し
ょ
う
。
」
と
話
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
に
は
「
親
か
ら
夢
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
職
場
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
異
業

種
の
集
ま
り
、
パ
ワ
ー
の
底
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。
」
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

倉岳地区公民館長  木村 臣進 

 
以
前
よ
り
「
登
城
口
が
登
り
に

く
い
」
「
雨
天
後
の
下
り
が
滑
り

や
す
い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
棚
底
城
跡
東
端

の
登
り
口
部
分
の
道
に
つ
い
て
、

写
真
の
と
お
り
、
鋼
管
に
よ
る
階

段
を
２
ヶ
所
ほ
ど
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
武
骨
な
外
観
で
す
が
、

手
す
り
も
付
属
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
安
全
に
昇
り
降
り
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
ま
た
、
発
掘
調
査
作
業
と
並
行

し
て
城
跡
の
竹
除
伐
も
実
施
し
、

一
部
、
棚
底
の
景
色
が
眺
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
場
所
も
あ
り

ま
す
。
寒
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、

中
世
城
郭
の
見
学
は
下
草
の
少

な
く
地
形
の
起
伏
が
よ
く
見
え

る
冬
場
が
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
一
度
、
棚
底
城

に
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？

 

 
 
（
天
草
市
文
化
課
 
中
山
）
 

棚
底
城
通
信
第
１
２
号
 

を聴講して 

棚底城跡登り口に設置した階段 

親学講座で講演される明瀬 実さん 


